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　高大センターでは、AP事業・テーマⅡの取組として、
学修成果の可視化、および学生が主体的に学びをデザイ
ンするツールとしてのeポートフォリオの再構築を進め
てきました。2018年度よりYNU学生ポートフォリオに
「学生プロファイル」機能を本格導入し、半期ごとに全
学生が入力する仕組みを実現しました。これにより学生
は、学修成果を学士力と就業力の両面で可視化できるよ
うになりました。

ポートフォリオ活用促進のため学
生向け情報発信を強化する
　2019年の３月発行の本ニュースレター（Vol.11）では、
新ポートフォリオ導入から1年目のまとめとして、学生た
ちが新ポートフォリオをどのように受け止めたのか、に
ついて検証しました。その結果、入力の意義がよくわか
ららず、設問も多いこともあり、いい加減に入力した学
生が少なからずいることが課題として見えてきました。
加えて、ポートフォリオ、殊に自由記述の振り返りシー
トを教員が閲覧できる点も、学生側は賛否両論が分かれ、
運用方針を再検討する必要があることもわかりました。
　導入２年目の今年は、これらの課題を克服すべく、次
の施策を実施しました。
⚫ �新入生：ポートフォリオの活用法を説明した「アカ
デミックリテラシー編」（本学の初年次教育用副読
本）配布する

⚫ �入学時のオリエンテーションに加え、初年次教育科
目で周知を図る

⚫ �学生プロファイルの分析結果を「学生IRニュースレ
ター」（年８回）で学生に紹介し、啓蒙を図る

⚫ �学生プロファイルの入力項目を精査・削減して（70
問→37問）学生の入力負担を軽減する

⚫ より使い勝手のよいシステムに改修する
　これらのうち「学生IRニュースレター」は、学生向け
の情報発信として初の試みでした。学生IRの分析結果を
学生にも周知し、主体的な学びを考えるきっかけにして
もらうのが目的です。4月には学修・生活時間の特徴と
課題について4回、10月には就業力アセスメントの分析
結果を元に本学学生の課題について4回発行しました。
こうした活動を通じて、ポートフォリオの役立ち度は
2018年秋：2.06（４件法の平均値）から、2019年度秋：
2.36と少し向上しています。ポートフォリオの役立ち度
を、ニュースレターの通読の有無により比較すると、読

まない人：2.44に対し、読んだ人：2.70（2019年度秋、1
年生）でした。啓蒙活動により入力の意義や活用法がわ
かれば、役立度も上がると期待できます。
　ポートフォリオの目的は主体的な学びの醸成ですが、
それをどのように測定するか、悩ましいところです。試
みに自由記述の振り返りシートの記述量を見ると、1年
生は本格導入前の2017年は平均63.1文字でしたが、2018
年は85.4文字、2019年は111.1文字と着実に増加していま
す。これらは一連の周知策の効果も含め、学生の皆さん
が入力の意義を見出し始めた兆しと推測しています。
　2018年春の学修･生活時間をテーマにしたニュースレ
ター発行時には、読者アンケートを試みました。自由記
述の感想では：
• �自分の学習習慣や生活習慣を見直すきっかけになった
• �統計的に学生生活のデータを自分と比較すること
で、改善する要因になりうる

など、学生IRの分析結果が、学生の主体的学びのきっ
かけになることが確認できました。さらには：
• �（分析結果が学生に紹介されるのは）履修登録時、学
生プロファイルに入力する意味付けになる

• �学修・生活行動自己チェック結果が、大学で活用さ
れていることがわかって良かった

とあるように、大学側が教育改善のために学生から収集
したデータを活用していることを知らしめることも、副
次的な効果があるようです。
　大学側が学生たちをどう捉え、教育課題は何で、それ
らにどう立ち向かおうとしているのか。教職員のみなら
ず学生にも共有し、共に考えることも、学生の主体的な
学びの促進に繋がるのではないでしょうか。今後も学生
向けの情報発信を積極的に進めていきます。

学修成果の可視化 ④

ポートフォリオを学生の主体的な学びに繋げるために
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学生の自主的活用に期待し、教員に 
よる振り返りシート閲覧は廃止する
　ポートフォリオを学生の主体的な学びのツールとする
ために、再検討すべきもう一つの課題が、ポートフォリ
オの教員への開示の是非についてです。結論としては、
本学が目指すポートフォリオは学生の主体的な内省を促
すツールであることに鑑み、2020年4月より、振り返り
シートの閲覧は廃止することに決定しました。

　YNU学生ポートフォリオの内容は主に以下の４項目
に分かれ、必要に応じてコンタクト教員等の指導教員が
担当学生のポートフォリオを閲覧できるようになってい
ます。
① 学生基本情報：学生の緊急連絡先等
② 学修成果：履修状況と成績、学士力、就業力
③ 振り返りシート：自由記述欄
④ 教員チェック・コメント記入欄
この閲覧機能の功罪をめぐる主な論点を整理すると：

学生側の□メリット、■デメリット
□ �教員に見てもらえることが励みになる（受けとめか
たは人それぞれ）

□ �教員からアドバイスがもらえる（特にゼミ、研究室
に所属する前の低学年）

□ �悩みがあるときに相談のきっかけになる（特にゼミ、
研究室に所属する前の低学年）

■ �閲覧してほしくない（記述内容はプライベート）
■ �閲覧前提では当たり障りのないことしか書かなくなる
■ �振り返りシートだけ読んで、適切なアドバイスが得
られるとは思えない

教員側の□メリット、■デメリット
□ �学生の実情を知るきっかけになる
□ �悩み、問題のある学生を発見するきっかけになる
□ �学生から信頼を得るきっかけになる
■ �顔も知らないであろう学生に適切なフィードバック
をするには限界がある

■ きちんと読み、対応するのは負担が増えそう
■ 対応した結果、トラブルが生じたときの対処が不安

検討の前提
• �YNU学生ポートフォリオの目的は、《学生の主体的
な学び》を促すことであり、学生の自己発見的な気
づきや振り返りを妨げない、学生の信頼を裏切らな
い運用が求められる

• �学生のニーズも、教員側の考え方も様々な中で、可
能な限り公平で全学統一の運用が求められる

　この閲覧機能に関して、学生の考えも賛否両論に分か
れることは、１年前の本ニュースレター（Vol.11）で説
明したとおりです。そうした学生の意見を踏まえ、今年
度は各部局から意見聴取しつつ検討を重ねました。教員
側も、悩みや課題のある学生を早期に発見しサポートす
るきっかけになると、閲覧を肯定的に捉える考えと、記
述から学生の気持ちや意図を読みとり適切にフィード
バックする困難さから、実際の運用を心配する声があり
ます。ポートフォリオを確認しなくても、コンタクト教
員等の面談で学生をサポートできている面もあります。
　これらの検討を経て、ポートフォリオの運用を担当す
る高大センターの学生IR統括部会で今後の運用方針を
策定し、以下の方針案を教務厚生部会に提案し、2019年
12月の同部会で承認を得ました。

ポートフォリオは主体的な内省を促すツールであり、学生の
自己発見的な気づきや振り返りを妨げない運用が求められ
ています。この本来の目的に則り、2020年度より以下の通
り運用を変更します：
◦ 学生基本情報、学修成果：現状通り閲覧可
◦ 振り返りシート：閲覧不可
◦ 教員チェック・コメント記入欄：廃止
◦ �教員が振り返りシートを閲覧しない代わりに、何らかの相
談のある学生がコンタクト先を探しやすいように、コンタ
クト教員の連絡先や各種相談窓口のリストを掲載する

　近年、各大学でeポートフォリオシステムの導入が進
んでおり、大半の大学は教員による閲覧を前提に運用し
ているようです。学生の性質やサポート体制など大学に
より事情はさまざまで、ポートフォリオを介したサポー
トが有効な場合もあるでしょう。
　その大学界全体の流れとは別の道を歩むことになりま
すが、今回の決定を新ポートフォリオの企画・運用担当
者として、筆者は誇りに思っております。本学が取り組
む学修成果の可視化は評価や学生管理のためではなく、
学生の主体的な学びを醸成するためであり、その根幹が
「振り返りシート」です。学生の向上心を信じ、自主的
活用に委ねたいと考えます。
　最後になりましたが、一連の意見聴取等にご協力いた
だいた教職員の皆様に感謝申し上げます。

　なお、本件の詳細な報告、および今年度の学生IRの報
告書類は下記より公開しています。ぜひご一読ください。

サイボーズのファイル管理を開く
高大接続・全学教育推進センター＞学生ポートフォリオ＞
2019年と順に開く




